
◇プラスチック使用製品産業廃棄物等の排出の抑制及び再資源化等を行うため、その事業活動に伴い生ずる
プラスチック使用製品産業廃棄物等の排出の抑制及び再資源化等に関する目標

レゾナックグループは、地球規模の新たな課題である海洋プラスチックごみ問題や低炭素社会の実現へ貢献する
ため、選別・分別の促進や、マテリアル/ケミカル/サーマル・リサイクルを通じて廃プラスチックの有効利用
（単純焼却処分または埋立処分以外への利用）を推進します。

◇毎年度、当該年度の前年度におけるプラスチック使用製品産業廃棄物等の排出量及び前項の規定により定める
目標の達成状況に関する情報をインターネットの利用その他の方法により公表するよう努めるものとする。

多量排出事業者名 廃プラ排出量目標 廃プラ排出量実績 目標の達成状況
(株)レゾナック 1,064t以下 (2021年比) 1,064t (100.0%対目標) 達成
(株)レゾナック・オートモーティブ

プロダクツ * 790t以下 428t (54.2%対目標) 達成

(株)レゾナック電子材料九州 * 307t以下 (2021年比) 273t (88.9%対目標) 達成

(株)レゾナック・パッケージング * 249t以下 195t (78.3%対目標) 達成

2022年度(前年度)目標の達成状況一覧

排出抑制及び再資源化等に関する目標（国内グループ会社を含む）

＊国内グループ会社で多量排出事業者に該当する会社名を記載し、グループ全体として公表しております。

- プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律に基づく開示 -
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